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期
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学

　
九
三
年
度
現
在
、

四
％
）
が
私
立
で
あ
る
。

学
生
数
は
約
五
十
三
万
人

で
、
私
立
が
四
十
九
万
人

強
（
九
二
％
）
を
占
め
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
短
大

　
女
子
学
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、

　
「
四
年
制
志
向
」

　
　
　
　
　
　
　
　
発
足

当
初
は
制
度
的
に
不
安
定

な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た

が
、
六
四
年
度
に
恒
久
制

度
化
が
は
か
ら
れ
て
以
来
、

順
調
に
高
等
教
育
分
野
で

の
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
き

短
大
総
数
は
五
百
九
十
五
、
う
ち
五
百
二
（
八
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た
。
特
に
女
子
の
占
め
る
割
合
は
九
二
・
五
％
と
圧
倒
的
で
あ
り

（
大
学
は
三
三
％
）
、
一
般
に
は
女
子
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関
と
み

な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
、
短
大
を
め
ぐ
る
情
勢
は
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。

　
そ
の
最
も
顕
著
な
変
化
が
、
高
卒
女
子
の
「
四
年
制
志
向
」
で
あ
る
。

　
九
三
年
度
の
女
子
の
大
学
進
学
率
は
四
三
・
四
％
（
大
学
一
九
・

○
％
、
短
大
二
四
・
四
％
）
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
が
、
志
願
者

数
で
み
る
と
、
大
学
が
伸
び
て
い
る
の
に
対
し
て
短
大
は
対
前
年
比

五
％
の
減
と
な
っ
た
。
志
願
者
比
率
を
み
て
も
大
学
六
に
対
し
短
大

四
と
、
四
年
制
志
向
が
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
る
。
　
（
表
1
）

　
こ
う
し
た
女
子
学
生
の
進
学
動
向
は
、
社

会
構
造
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、

短
大
の
将
来
を
左
右
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
率

な
い
。
ま
た
、
減
少
期
を
む
か
え
て
大
学
側
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進

が
、
外
国
人
・
社
会
人
と
と
も
に
女
子
学
生
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
・

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

と
も
　
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
　
　
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
変
化
子

　
短
大
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
抗
し
て
各
短
大
女

　
　
「
生
き
残
り
」
戦
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
「
生
き
残
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

り
」
を
賭
け
た
リ
ス
ト
ラ
に
取
り
組
ん
で
い
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る
。　

そ
の
第
一
が
、
入
試
制
度
の
改
革
で
あ
る
。
推
薦
入
試
に
よ
っ
て

早
く
学
生
を
獲
得
す
る
方
策
だ
が
、
　
「
青
田
買
い
」
の
批
判
が
あ
る
。

　
第
二
が
、
魅
力
の
う
す
れ
た
学
科
を
廃
止
し
て
時
代
に
対
応
し
た

学
科
に
改
編
す
る
試
み
で
あ
る
。
既
存
の
学
科
を
情
報
・
国
際
・
福

祉
・
医
療
技
術
な
ど
の
学
科
に
再
編
す
る
取
り
組
み
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。

　
第
三
は
、
学
位
取
得
に
つ
な
が
る
専
攻
科
を
設
け
て
学
生
の
減
少

に
対
応
し
よ
う
と
す
る
方
策
で
あ
る
。
短
大
の
専
攻
科
は
、
九
三
年

度
現
在
、
百
六
十
一
校
二
百
九
十

専
攻
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
学
位
授

与
機
構
認
定
は
六
十
八
で
あ
る
。

九
四
年
度
に
は
さ
ら
に
二
十
専
攻

が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
近
年
の
最
も
顕
著
な

動
向
は
、
短
大
を
改
組
し
て
大
学

へ
転
換
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
で

あ
る
。
九
三
年
度
開
設
十
一
校
の

う
ち
七
校
、
九
四
年
度
十
八
校
の

う
ち
十
校
が
短
大
の
改
組
に
よ
る

大
学
の
新
設
で
あ
っ
た
。
現
在
文

表2　大学・学部の新設と短大改組

開設 大学 新設 学部 設置

年度 校 改組 校 改組

1991 6 3 13 1
1992 8 3 19 2
1993 11 7 14 1
1994 18 10 21 5
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部
省
に
打
診
の
あ
る
大
学
設
置
計
画
は
七
十
七
校
に
の
ぼ
る
と
言
わ

れ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
短
大
か
ら
の
改
組
転
換
で
あ
る
。
　
（
表

2
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
一
世
紀
は
短
大
に
と
っ
て
き
び
し
い
試

　
「
競
争
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
練
の
時
代
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
4
さ
く
な
る

　
「
共
生
」
の
時
代
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
イ
を
め
ぐ
っ
て
大
学
・
短
大
間
の
学
生
争

奪
戦
は
激
烈
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
「
競
争
」
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
他
方
で
は
、
人
々
の
高
等
教
育
に
対
す
る
多
様
な
要
求
に

応
え
る
機
関
と
し
て
、
大
学
等
と
連
携
し
て
パ
イ
を
大
き
く
す
る
努

力
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
私
立
短
大
協
会
で
は
、
短
大
基
準
協
会
を
発
足
さ
せ
短
大
教

育
の
振
興
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
短
大
教
育
全
体
の
向
上
を
は

か
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
か
ら
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
（
信
用
状
）
を
得

て
は
じ
め
て
短
大
の
将
来
展
望
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
の

考
え
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
大
学
連
合
の
構
想
は
、
各
大
学
・
短
大
の
固
有
性
を
保
持
し

つ
つ
大
学
総
体
と
し
て
社
会
的
貢
献
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
す
る
試

み
で
あ
り
、
大
学
・
短
大
の
「
共
生
」
を
目
指
し
た
新
し
い
動
き
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。
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